
（第三種郵便物認可）

　
産
廃
施
設
な
ど
今
ま
で
は

関
係
が
な
い
と
思
っ
て
い
た

田
舎
の
開
業
医
で
す
。
初
夏

に
な
る
と
青
葉
が
い
っ
ぱ
い

の
山
々
が
連
な
り
、
美
し
い

自
然
の
営
み
を
見
な
が
ら
仕

事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
へ
降
っ
て
湧
い
た
よ
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方
針
に
抵
触
す
る
。

　
追
加
条
項
は
当
初
の
政
府

案
に
は
な
く
、
民
自
公
の
修

正
協
議
に
よ
っ
て
盛
り
込
ま

れ
た
も
の
だ
。
審
議
も
わ
ず
か

4
日
と
、
基
本
法
の
改
定
に
つ

い
て
、
十
分
な
審
議
が
尽
さ
れ

た
と
は
到
底
言
え
な
い
。

　
談
話
は
「
原
子
力
の
憲
法

と
も
言
わ
れ
る
基
本
法
の
改

定
は
、
国
民
的
な
議
論
を
尽

く
す
べ
き
で
あ
り
、
安
全
保

障
目
的
の
追
加
項
目
は
削
除

を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。

　
休
保
制
度
は
、医
師
・
歯
科
医
師
の
傷
病
に
よ
る
休
業
の

際
、安
心
し
て
療
養
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、代
診
を
置
い

て
も
給
付
す
る
な
ど
、厚
い
保
障
が
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。こ
れ
ら
保
障
は
変
更
せ
ず
認
可
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。正
式
に
認
可
後
、来
春
募
集
再
開

予
定
で
す
。今
号
で
は
そ
の
特
色
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
態
と
掛
け
離
れ

た
歯
科
医
療
費

ア
ッ
プ
の
発
表

　
歯
科
診
療
報
酬
改
定
に
関

し
て
は
、
前
回
の
2
0
1
0

年
度
は
「
2
・
　
％
で
約
6

09

0
0
億
円
」、
今
回
は
「
1
・

7
％
で
約
5
0
0
億
円
」
の

ア
ッ
プ
率
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
歯
科
医
療
費

総
額
を
2
0
1
0
年
度
2
兆

8
7
0
0
億
円
、
2
0
1
2

度
2
兆
9
4
0
0
億
円
と
計

算
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
ご
承
知
の
よ
う

に
、
実
際
の
歯
科
医
療
費
総

額
は
、
約
2
兆
5
0
0
0
億

円
台
が
　
年
以
上
も
継
続
し

10

て
お
り
、
こ
の
実
績
値
で
あ

る
2
兆
5
0
0
0
億
円
と
比

較
し
て
、
厚
労
省
予
算
は
　15

～
　
％
も
高
い
数
字
と
な
っ

18
て
い
る
。

　
国
家
予
算
と
し
て
、　
％
15

以
上
の
歯
科
医
療
費
を
厚
労

省
が
用
意
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
医

科
の
医
療
費
で
も
同
様
の
こ

と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
い

か
が
な
も
の
な
の
か
。

厚
労
省
の
本
音

2
兆
6
6
0
0

億
円
と
見
積
も
り

　
詳
細
な
実
態
を
知
る
べ

く
、
兵
庫
協
会
で
も
厚
労
省

に
直
接
問
い
た
だ
し
た
が
、

満
足
な
回
答
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
歯

科
医
師
会
に
も
質
問
し
た

が
、
何
の
関
心
も
な
い
様
子

だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
共
産
党
の

田
村
智
子
参
議
院
議
員
に
尽

力
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

6
月
8
日
に
、
厚
労
省
担
当

者
か
ら
、
直
接
、
田
村
議
員

側
に
説
明
が
あ
っ
た
。

　
担
当
者
の
説
明
で
は
、
厚

労
省
の
2
0
1
2
度
予
算
に

お
け
る
歯
科
医
療
費
は
2
兆

8
0
0
0
億
円
で
、
そ
の
試

算
方
法
は
、
2
0
0
9
年
度

歯
科
医
療
費
の
実
績
を
も
と

に
、
医
療
保
険
制
度
毎
の
1

人
当
た
り
医
療
費
、
加
入
者

数
の
変
化
な
ど
を
推
計
試
算

し
2
0
1
2
年
度
予
算
に
お

け
る
歯
科
医
療
費
を
2
兆
8

0
0
0
億
円
と
し
た
。

　
な
お
、
2
0
1
2
年
度
予

算
の
歯
科
医
療
費
に
は
公
費

負
担
医
療
も
含
ま
れ
て
い

る
。
公
費
負
担
医
療
で
は
生

活
保
護
医
療
が
大
き
く
、
厚

労
省
で
は
医
科
・
歯
科
と
も

約
5
％
と
見
て
お
り
、
歯
科

で
は
2
兆
8
0
0
0
億
の
5

％
で
1
4
0
0
億
円
あ
ま
り

が
公
費
負
担
医
療
費
と
考
え

ら
れ
、
こ
れ
を
引
く
と
歯
科

保
険
医
療
費
は
約
2
兆
6
6

0
0
億
円
と
見
込
ん
だ
こ
と

に
な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
今
回
、
田
村
議
員
の
尽
力

で
、
厚
労
省
は
歯
科
医
療
費

予
算
を
2
兆
6
6
0
0
億
円

と
見
積
も
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

産
廃
問
題
に
直
面
し
て

兵庫県保険医協会が行った、現地視察のもよう。
処分場予定地は夢前川（写真右手）すぐそばの谷。

原
子
力
基
本
法
の
改
悪
に
抗
議

撤
回
求
め
る
談
話
を
発
表

歯
科
医
療
の
実
態
を
問
う

予
算
ど
お
り
の
歯
科
医
療
費
の
達
成
を

兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長
　
吉
岡
正
雄

　　　認可を受ける予定の休保制度

休業時の給付は変更せず再開予定

摘要給付金額種類
傷病により6日以上連続して休
業したとき(自宅、入院とも) 6
日目から給付

1日につき6000円
通算500日程度傷病休業給付金

傷病休業給付金支給対象期間内
に入院したときに、加算給付

入院1日につき2000円
通算500日程度入院給付金

付加給付として、傷病休業給付の
日数限度を超えて更に連続して
休業したとき(復業した時点で終
了、1回限り）

1日につき自宅3000円
　　　   　入院6000円
230日程度

長期療養給付金

　
処
分
場
の
埋
め
立
て
容
積

は
約
5
0
0
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
開
発
面
積
は
約
　
ヘ
ク
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タ
ー
ル
と
国
内
で
は
最
大
級

規
模
の
最
終
処
分
場
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
産
廃

処
分
場
設
置
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
近
隣
、
下
流
域
に
住
む

多
く
の
住
民
に
は
こ
の
計
画

が
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
姫
路
市
も
近
隣
住
民
の

同
意
は
必
ず
し
も
必
要
な
い

と
の
見
解
の
よ
う
で
す
。

　
建
築
予
定
の
「
安
定
型
」

処
分
場
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
5
品
目
を
化
学
変
化
が

起
こ
ら
な
い
物
質
と
し
て
、

素
埋
め
す
る
も
の
で
す
。
5

品
目
以
外
の
物
質
を
完
全
に

分
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

有
害
物
質
の
混
入
や
未
知
の

化
学
物
質
に
よ
る
複
合
汚
染

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
流
域

の
水
の
安
全
性
は
将
来
保
障

で
き
な
い
も
の
に
な
り
、
米

作
り
や
野
菜
作
り
も
保
障
で

き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、

2
0
0
7
年
に
安
定
型
の
問

題
に
つ
い
て
、「
こ
の
ま
ま
安

定
型
処
分
場
を
放
置
す
る
な

ら
ば
、
不
作
為
責
任
が
生
じ

か
ね
な
い
状
況
で
あ
り
、
も

は
や
法
令
に
よ
っ
て
処
分
場

の
規
制
を
行
う
権
限
を
有
す

る
国
が
安
定
型
処
分
場
と
い

う
類
型
を
こ
の
ま
ま
認
め
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況
に

至
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

安
定
型
産
廃
処
分
場
が
今
後

新
規
に
許
可
さ
れ
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　
産
廃
処
分
場
建
設
は
、
姫

路
市
内
の
水
道
水
に
も
多
大

な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

自
明
で
、
こ
の
建
設
計
画
は

大
多
数
の
地
域
住
民
の
意
向

や
健
康
を
無
視
し
た
強
引
な

手
法
で
あ
り
、
姫
路
市
が
今

後
建
設
許
可
を
出
さ
な
い
よ

う
民
主
的
な
対
応
を
望
む
限

り
で
す
。（
兵
庫
県
保
険
医
協

会
会
員
　
松
浦
伸
郎
）

う
に
「
西
日
本
で
最
大
の
産

廃
施
設
」
が
で
き
る
と
聞
い

た
の
で
す
。
驚
き
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
姫
路
市
夢
前
町
前

之
庄
字
庄
司
谷
・
谷
山
・
荒

神
山
に
民
間
の
安
定
型
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
民
自
公
３
党
が
ま
と
め
た
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置

法
案
が
、
6
月
　
日
の
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
た
。
法
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案
は
付
則
に
、
原
子
力
基
本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
の
改

定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、「
原
子
力
利
用
」
に
つ
い
て

は
「
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
」
と
書
き
加
え
ら
れ

て
い
る
。
保
団
連
の
永
瀬
勉
非
核
・
平
和
部
長
と
野
本
哲

夫
公
害
環
境
対
策
部
長
が
、
基
本
法
の
改
定
は
「
核
の
軍

事
利
用
に
つ
な
が
る
」
と
し
、
追
加
条
項
の
削
除
を
求
め

る
談
話
を
発
表
し
た
。

　
談
話
で
は
、
基
本
法
に

「『
安
全
保
障
』目
的
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
は
、
核
の
軍
事

利
用
に
つ
な
が
る
懸
念
な
ど

看
過
で
き
な
い
重
大
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
」
と
し
て
、

改
定
の
撤
回
を
求
め
た
。

　
基
本
法
は
第
2
条
の
基
本

方
針
で
、
原
子
力
の
研
究
や

利
用
を
、「
平
和
目
的
に
限

り
」
と
明
記
し
、「
民
主
、
自

主
、
公
開
」
の
原
則
を
掲
げ

て
い
る
。
安
全
保
障
目
的
の

条
項
を
追
加
す
れ
ば
、
こ
の

解解説説
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拠
出
金
、
加
入
口

数
等
は
変
更
な
し

　
拠
出
金
は
、
加
入
時
の
年

齢
に
よ
り
、
一
口
当
た
り
2

5
0
0
円
か
ら
3
7
0
0
円

の
掛
金
と
し
て
い
ま
す
が
、

認
可
後
も
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
原
則
と
し
て
、
加

入
後
か
ら
満
期
ま
で
上
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
口
数
は
、
開
業
医
の

場
合
最
大
8
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
（
た
だ
し
　
歳
～
・
5

60

口
ま
で
、　
歳
～
・
原
則
3
口

70

ま
で
減
口
と
な
り
ま
す
）。

長
期
で
ワ
イ
ド
の

保
障

　
　
歳
満
期
ま
で
の
長
期
保

75
障
で
す
。
契
約
更
新
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
給
付
日
数
は
、連
続
で
も
通

算
で
も
5
0
0
日
ま
で
。
5
0

0
日
を
超
え
て
連
続
し
て
休

業
さ
れ
る
場
合
に
は
、
追
加
で

最
長
2
3
0
日
ま
で
長
期
療

養
給
付
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
8
口
加
入
の
場
合
、1
カ
月

（
　
日
間
）
自
宅
療
養
で
1
4

30

4
万
円
、
入
院
療
養
の
場
合
は

1
9
2
万
円
の
保
障
。

代
診
を
置
い
て

も
、
自
宅
療
養
も

給
付

　
医
師
・
歯
科
医
師
本
人
が

傷
病
に
よ
り
休
業
し
た
場
合

の
保
障
で
す
。
入
院
だ
け
で

な
く
自
宅
療
養
で
も
、
ま
た

他
制
度
・
保
険
の
給
付
に
関

係
な
く
給
付
し
ま
す
。

　
傷
病
の
再
発
に
よ
る
休
業

も
、
保
障
の
対
象
と
な
り
ま

す
。　
精
神
疾
患
に
よ
る
休

業
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

所
得
の
変
動
に
関
係
な
く
定

額
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
代
診
を
置
い
て
も
、
勤
務

医
の
方
で
有
給
の
病
気
休
暇

中
で
も
、
給
付
さ
れ
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

※保障の開始日や給付要件等詳細は、募集再開時に配布するパンフレットなど
　募集資料でご確認ください

表　休業時の給付内容（種類と一口あたりの金額・受給要件等）

（第2回）

萎
縮
診
療
強
い
る

歯
科
保
険
制
度
が

原
因

　
し
か
し
、
本
当
に
実
際
の

歯
科
医
療
費
が
予
算
に
追
い

つ
く
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
。

　
そ
の
原
因
を
考
え
て
み
る

と
、
現
在
の
歯
科
保
険
制
度

の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
く
る
。

　
知
人
に
、
診
療
終
了
後
、

4
時
間
も
か
け
て
カ
ル
テ
整

理
を
さ
れ
て
い
る
歯
科
医
師

が
お
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
に

も
詳
細
で
複
雑
過
ぎ
る
カ
ル

テ
記
入
や
、
患
者
へ
の
一
律

の
情
報
提
供
文
書
の
強
要
な

ど
に
加
え
て
、
高
点
数
を
選

定
基
準
と
す
る
集
団
的
個
別

指
導
の
存
在
な
ど
が
歯
科
医

療
費
を
低
減
さ
せ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
現
場
の
歯
科
医
師
に
極
端

な
委
縮
診
療
を
強
い
る
現
在

の
歯
科
保
険
制
度
を
抜
本
的

に
改
め
、
患
者
・
国
民
の
た

め
に
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
予
算
ど
お
り
の
歯
科
医

療
費
の
達
成
が
そ
の
第
一
歩

で
あ
る
こ
と
を
、
今
回
の
調

査
の
結
果
は
表
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、　
年
間
据
え
置

25

か
れ
て
い
る
　
項
目
の
点
数

58

見
直
し
や
、
歯
科
訪
問
診
療

の
時
間
要
件
の
不
合
理
是
正

も
重
要
課
題
だ
。
厚
労
省
に

強
く
要
請
し
た
い
。




